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試金石ストーリー 15

ケアの空間

Photo Caption 1: 1940年代後半、パナマシティ・ライオンズクラブは資金を獲得してパナマシティに小児病院を建てました。
Photo Caption 2: マーシーホームはラゴスのがん患者とその親族に簡易宿泊施設を提供しています。
地元の人々によれば、エクアドルの都市キトはla Mitad del Mundo、つまり「世界の中心」です。赤道からわずか数マイルに位置するこの街には、200万人を超える人々が暮らしています。エクアドルでは片足をそれぞれ北半球と南半球に置いて立つことができますが、それとちょうど同じように、過去（植民地時代の大聖堂）と未来（最新の地下鉄網）を味わうことができます。

1973年、病床数100の小児病院・リハビリ施設がキトに建設されました。資金を提供したのはキト（12月6日）ライオンズクラブで、クラブ会員と地元企業から$20,000を集めました。施設の設計は、それを利用しなければ親が治療費を賄えない子どもたちに特に配慮したものでした。外科治療に加えてポリオの治療や、世界の他の地域ではほとんど消し去ってしまえる先天性欠損症の治療も行いました。のみならず、施設では患者に基本的な読み書きと算数を教えており、一部の児童にとってはそうした授業を受ける初めての機会となりました。
基礎教育の提供に加えて、年上の子どもたちには壊れた電化製品を修理する方法も教えました。この機会を職業訓練として役立てた若者もいれば、自身がこの施設で教えるようになった若者もいます。

ライオンズクラブ国際協会は世界中で人道的使命、災害時の初動対応、視力検査に資金を提供していますが、キトのリハビリ施設のような事業はより大きな取り組みの拠点となり得ます。パナマのパナマシティ・ライオンズクラブは1947年、政府の資金提供を全く受けずに小児病院を建設しようと資金集めを開始しました。1962年にはインドのムンバイで、タタ記念病院内にがん検診センターが開設されました。ボンベイ・ライオンズクラブの資金提供によるもので、この種の施設としてはインドで唯一のものでした。
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2014年、ナイジェリアのラゴスにあるラゴス大学教育病院放射線科の管理者ステラ・アグボグンと404B地区のガバナーは、この教育病院とライオンズクラブ国際財団の取り組みを調整し、マーシーホームの建設を実現させました。このホームでは、ラゴスで治療を受けるために何百マイルも移動し、他に泊まる所のない患者とその家族に簡易宿泊施設を提供しています。

ケアにはさまざまな形があります。予防と検査、手術とリハビリ、そして愛する家族が治療を受けている間に休める安全で安価な部屋も用意してあげることもそうなのです。世界中で100年にわたり、ライオンズクラブ国際協会の会員たちはケアの先駆的存在であり続けてきました。
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